
 
１）喫煙の状況 

 

●現在習慣的に喫煙している者の割合は、男性 36.8％、女性 9.1％であり、平成 15 年

以降男女とも減少しています。 

 

 

図１－１ 現在習慣的に喫煙している者の割合（平成 15年と 20 年との比較） 
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＊現在習慣的に喫煙している者：これまで合計 100 本以上又は 6ヶ月以上たばこを吸っている（吸っていた）者の

うち、「この１ヶ月間に毎日又は時々たばこを吸っている」と回答した者 



図 1－２ 現在習慣的に喫煙している者の割合（20 歳以上） 

（平成 15 年～20 年の年次推移） 



２）喫煙本数の状況 

●現在習慣的に喫煙している者で、1日に 21 本以上吸う者の割合は、男性 25.3％、女

性 9.2％であり、平成 15 年に比べ男性では減少しています。 

 

 

図２ 現在習慣的に喫煙している者における 1日に 21 本以上吸う者の割合 

（平成 15 年と 20 年との比較） 
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３）喫煙及び受動喫煙の健康影響に関する知識 

●「たばこを吸うと病気にかかりやすくなる」と回答した者の割合は、平成 15 年に比

べ心臓病、脳卒中、肺気腫、歯周病で増加しています。 

●「たばこの煙を吸うと病気にかかりやすくなる」と回答した者の割合は、平成 15 年

に比べ心臓病、妊娠への影響、肺がんで増加しています。 

 

図３－１ 喫煙の県境影響に関する知識について 

「たばこを吸うと病気にかかりやすくなる」と回答したものの割合（15 歳以上） 
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図３－２ 受動喫煙の県境影響に関する知識について 

「たばこの煙を吸うと病気にかかりやすくなる」と回答したものの割合（15歳以上） 
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４）禁煙の意思の有無 

●現在習慣的に喫煙している者で、たばこをやめたいと思う者は、男性 28.5％、

女性 37.4％であり、平成 15 年に比べ男性では増加しています。 

 

図４ 現在習慣的に喫煙している者におけるたばこをやめたいと思う者の割合 
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※「たばこをやめたと思いますか」の問に対して、「やめたい」と回答した者の割合 

 
（参考）「健康日本２１」の目標  喫煙をやめたい人がやめる 
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